
『佐倉市におけるＦＭの取り組み』
－ いま目の前にあるＦＭから始めよう －
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全国市町村国際文化研修所
平成２８年度政策・実務研修

「人口減少を前提としたこれからの自治体経営」
２０１７年１月２６日（木）

佐倉市役所 本庁舎
（1971）
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～サスティナブル自治体運営を目指して～

佐倉市資産管理経営室 室長 増澤 文夫
Fumio  Masuzawa



千葉県 佐倉市 SAKURA CITY

人口： 176,976人（H28.3.31現在）

面積： 103.69km2

職員数： 1,004人（H28.4.1現在）

（職員一人当たり人口：176.27人）

佐倉市の概要
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成田国際空港

TDL 決算状況（平成27年度普通会計）

歳出決算額： 466億円

経常収支比率： 90.9%
財政力指数： 0.91

不動産保有状況（平成27年度）

土地： 約365万m2

建物： 約 36万m2

マスコットキャラクター
「チーバくん」坂崎千春氏作
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佐倉市

千葉県

佐倉市

旧堀田邸 佐倉高等学校記念館印旛沼佐倉順天堂記念館
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人
（人事）

金
（財務）

情報
（情報ｼｽﾃﾑ）

物
ﾌｧｼﾘﾃｨ

経営

施設とその環境 ＝ ファシリティ

①事業目的のために使用する敷地・建物などの施設

②施設の中で働く人の執務環境、利用する人の居住環境等の内部環境

③施設が立地する近隣地域から地球環境にいたる外部環境

組織全体に及ぶファシリティを総合的に把握し、

ライフサイクルでの全体最適を目指す！！

ファシリティマネジメント（ＦＭ）とは
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土地、建物、設備やそれらを取り巻く内外の環境であるファシリティを経営資源と捉え、経営

的視点に基づき、コストの最小化や施設効用の最大化を図るための、総合的・長期的視点か
らファシリティを戦略的かつ適正に管理・活用していくという経営管理手法のことを言う。

ファシリティマネジメント（ＦＭ）

Ｆａｃｉｌｉｔｙ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｏｆｆｉｃｅ



☑一元化されたデータの不在

☑ストック量の多さとその老朽化

☑厳しい財政状況

☑所管部署ごとによる分散管理体制

☑社会情勢の変化

☑環境問題への対応

☑防災対策

市有施設が抱える諸課題（背景）
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延床面積

面積割合累計

旧耐震基準施設 S56年以前

棟数：約560棟 延床面積：約36万㎡ 平均年令：29才
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築２０年 築１０年築３０年築４０年
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延床面積（㎡） 面積割合累計（％）

市有施設のストックとその老朽化



これまでの活動経緯

5

歴史 自然 文化 のまち

www.city.sakura.lg.jp

Ｆａｃｉｌｉｔｙ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｏｆｆｉｃｅ

☆これまでに佐倉市を訪れた団体

【県外】足立区、岸和田市、豊橋市、豊川市、大村市、安来市、松江市、総社市、十日町市、柏崎市、松本市
、飯田市、岡谷市、福井市、かすみがうら市、観音寺市、大府市、大阪府、東大阪市、盛岡市、帯広市、横
須賀市、宇都宮市、戸田市、愛媛県、小野市、宮崎市、つくば市、町田市、宇部市、北九州市、那覇市、前
橋市、福山市、大阪樟蔭女子大学、福井県、犬山市、長浜市、諫早市、可児市、かほく市、尾張旭市、阪

南市、焼津市、藤枝市、今治市、射水市、宮崎市、垂井町、太田市、岡山県、田村市、尾道市、刈谷市、米
子市、西宮市、豊明市、小牧市、吹田市、武蔵野市、さいたま人づくり広域連合、恵那市、白山市、能美市
、春日部市、伊万里市、筑紫野市、敦賀市、出雲市、大田市、寝屋川市、三条市、姫路市、高松市、知多市
、米沢市、浜田市、泉南市、善通寺市、裾野市、尼崎市、山梨市、八王子市、碧南市、守口市、上越市、長
野市、知立市、七尾市、霧島市、八代市、福山市、岸和田市、黒部市、板橋区、三沢市、盛岡市、宇部市、
高山市、裾野市、三木市、富山市、郡山市、三郷市、狭山市、鹿嶋市、奈良県、魚津市、彦根市、丹波市、
鹿児島市、東大和市

【県内】千葉県、四街道市、流山市、白井市、市原市、習志野市、柏市、山武市、木更津市、旭市、野田市、
八千代市、成田市、茂原市、東金市、山武市、いすみ市、横芝光町、九十九里町 【国外】韓国

☆これまでに講演した団体

日本経済新聞社主催パネルディスカッション、ＪＦＭＡ、東京都市、大阪府市町村、貝塚市、名古屋大学、青
森県庁、千葉県庁、三重県庁、豊橋市、安来市、金沢市、柏崎市、郡山市、四街道市、高松市、国土交通
省中部地方整備局、市町村アカデミー、倉敷市、福山市、戸田市、市原市、大阪樺蔭女子大学、印旛郡市
首長会、桜井市、酒々井町、東京大学、ソウル大学、千葉県市長会、全国建設研修センター、国土交通大
学校、平塚市、西尾市、大東市、焼津市、大田市、裾野市、都市活力研究所、姫路市、上越市、大分市、江
南市、流山市、高山市、千葉県設計6団体、全国市町村国際文化研修所



佐倉市ＦＭ体制
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管財課・・・総務部

管財部門（土地・財産）
庁舎部門（庁舎管理）

営繕課・・・都市部

営繕部門（設計・工事）

建築指導課・・・都市部

ＦＭ担当（データ整理）

資産管理経営室
≪公有財産管理・有効活用の促進≫

≪情報収集・整理・分析≫
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◇ファシリティ部門の統合

土地

建物

データ H20年4月

H22年6月

ＦＭの実践

ＦＭ

推進班

ＦＭ
管理班

ＦＭ
保全班

企画政策課・・・企画政策部

（指定管理者制度）
運営

事務職 ７名
技術職（設備） １名

事務職 ６名※
技術職（建築） ２名
※１名経済産業省派遣

技術職（建築） ９名
（設備） ３名
（土木） ３名

（３３名体制）

統合

再編成
営繕 管財

ＦＭ タスクフォース

Ｆａｃｉｌｉｔｙ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｏｆｆｉｃｅ

総務部
管財課

※室長１名、
主幹１名含む



ファシリティの「見せる化」 歴史 自然 文化 のまち
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◇施設白書の公表

◇施設名
◇建築年
◇床面積
◇諸室名

◇年度別利用状況（人数／件数）

◇収入
◇支出（光熱水費／維持補修費／

運営費／人件費）
◇収支比率
◇利用者一人一回に係る経費

市民が考える
きっかけ

新たな展開へ・・・！！ 公会計データとの連携によるLCC算出 →白書のあり方

（H21版から毎年更新
H26版はH28.1公表）



データ分析（見える化の事例）
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【対応策】
◇漏水調査

⇒ 補修工事
◇男子ﾄｲﾚﾊｲﾀﾝｸ

⇒流量調整

約1,300万円
（1年間当り）

の削減

10年間累計
すると

約1億3千万円

削減分の一部を施設保全・修繕費へ

インハウスエスコの実施

Ｆａｃｉｌｉｔｙ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｏｆｆｉｃｅ

見える化は、エクセルではなくグラフで！



保育園改築事業に係る提案
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市立保育園改築

に伴う提案

【現状】

建築年：S22（S49一部増築）

敷地面積：2,237.94㎡

構造：木造

階数：平屋

建物面積：473.04㎡

耐震性：構造評点0.09（1.0）

定数：60人

≪現位置にて改築した場合（概算）≫
【条件】 建物面積：800㎡、RC造、2階
想定工事費：800㎡×○○千円＝○○○千円
想定仮設園舎：500㎡×○千円＝○○○千円

【現位置近傍で土地交換する場合】
上記、仮設園舎を設置する必要がなくなる

≪利点≫ ≪課題≫
○仮設園舎・休園が不要 ○公園機能が一時休止
○現在地と近隣
○地区の広域避難場所としての機能の確保

【他の施設をリニューアルして使用する場合】
⇒A小学校の余裕教室(759㎡)を利用

【条件】 既存一部改修＋一部増築(給食室・階段)
想定工事費：(改修)759㎡×○○千円＝○○○千円

(増築)100㎡×○○千円＝○○○千円

（合計）○○○千円

≪利点≫ ≪課題≫
○仮設園舎・休園が不要 ○所在地が変わる
○交通上の利便性が向上 ○レイアウトに制約あり
○建設コストの縮減 ○小学校との利用調整必要

○広域避難場所機能の不確保

ＣＡＳＥ ２

ＣＡＳＥ １

土地の交換

Ｆａｃｉｌｉｔｙ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｏｆｆｉｃｅ

トッププレゼンは１枚で！

【他の施設をリニューアルして使用する場合】
⇒B小学校の余裕教室(1,308㎡)を利用

【条件】 既存まるごと改修（耐震補強工事含む）

想定工事費：1,308㎡×○○千円＝○○○千円

≪利点≫ ≪課題≫
○仮設園舎・休園が不要 ○所在地が変わる
○交通上の利便性が向上 ○レイアウトに制約あり
○建設コストの縮減 ○広域避難場所機能の不確保
○独立棟のため利用調整が容易

ＣＡＳＥ ３
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土地の交換

仮設園舎約２，５００万円の削減

新園舎

保育園改築事業に係る提案

Ｆａｃｉｌｉｔｙ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｏｆｆｉｃｅ

公園として整備
旧園舎
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Ａ棟

Ｂ棟 Ｃ棟

Ｅ棟

耐震補強工事
を抱えた小学校

Ｄ棟

Ａ棟

Ｂ棟 Ｃ棟

Ｅ棟機能分散

Ｂ・Ｃ棟を集中して補強

解体

総量縮減（約４５０㎡）＋予算縮減（約６，０００万円）

【与条件】
Ｄ・Ｅ棟 ⇒ 新耐震校舎
Ａ・Ｂ・Ｃ棟 ⇒ 旧耐震校舎
耐震補強順位 Ａ→Ｃ→Ｂ
保有面積－基準面積≒４５０㎡

2,000 0 2,000 4,000

小学校

小学校

小学校

小学校

小学校

小学校

小学校

小学校

小学校

小学校

小学校

小学校

小学校

中学校

中学校

中学校

中学校

校舎基準面積と保有面積の差
Ｆａｃｉｌｉｔｙ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｏｆｆｉｃｅ

交渉力と全体最適化



校舎解体後の跡地を広場等として活用

解体前の建物

12 Ｆａｃｉｌｉｔｙ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｏｆｆｉｃｅ

集中化の事例 １ （棟間） 歴史 自然 文化 のまち

www.city.sakura.lg.jp
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集中化の事例 ２ （階層間）
～減築設計の提案

Before

提案

減築部分

（３Ｆ・ＰＨ）

消防署分署（S.49竣工）の耐震補強工事
構造・規模： ＲＣ造 ３階建て（ＰＨあり）

延床面積 ： １，４６２ ㎡

建築年月 ： 昭和４９年（１９７４年）１０月

利用状況： ３Ｆはほとんど未利用（約４００㎡）

不要な上層階を減築することにより耐震補強工事費総額を削減

約 ６４，０００千円

の削減

新築（1,000㎡） ： 約 ４９５．０００千円

既存補強（1,452㎡） ： 約 ２００，０００千円

減築補強（1,000㎡） ： 約 １３６，０００千円

【シミュレーション】

上部解体工事

After

Ｆａｃｉｌｉｔｙ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｏｆｆｉｃｅ

歴史 自然 文化 のまち
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中学校
Ｈ９．４開校

生徒は、校舎より連絡通路に
て図書館へアクセス

集中化の事例 ３ （複合化）

人口減少を見据えた複合化

市立図書館の新築工事

構造・規模： ＲＣ造 ２階建て

延床面積 ： １，４６２ ㎡

建築年月 ： 平成１２年（２０００年）２月

蔵書数 ： 約２０万冊

貸出者数 ： 延１２万人/年

図書館
Ｈ１２．２開館

～新設中学校隣地に市立図書館を併設～

学校内には図書室はなく、市立図書館を調べ
学習として授業で利用する他、昼休み、放課
後も利用可能。

Ｆａｃｉｌｉｔｙ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｏｆｆｉｃｅ



ＥＳＣＯ事業の導入
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光熱水費

光熱水費 光熱水費 光熱水費 光熱水費

ESCO
事業費

ESCO
事業費

ESCO
事業費

そのまま
市の削減分

現在の光熱水費

ESCO事業期間ｎ年間

改修１年目 改修２年目 改修ｎ年目 ESCO事業終了後

改修に係る
当初費用

改修に係る当初費用
出っ張り費
×ｎ年間

ESCO事業
費

×ｎ年間

改修工事実施

改修による
光熱水費の
削減分

ESCO
事業終
了後

ESCO事業の仕組み
（出っ張りESCO事業のイメージ）

ＥＳＣＯ導入のメリット
・予算の平準化
・機械停止リスク解消
・光熱水費削減保証
・民間ノウハウの活用

改修に必要な当初費用の
出っ張り分を、他の施設の
維持管理コストの削減分を
インセンティブとして活用

Ｆａｃｉｌｉｔｙ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｏｆｆｉｃｅ

お金がないと諦めず、知恵勝負！！

空調
・熱源システムの更新
冷温水発生機×３
→高効率冷温水発生機×１
照明
①誘導灯のＬＥＤ化
②蛍光灯照明のＬＥＤ化
③水銀灯照明の高効率化
④蛍光灯照明のＨｆ化
⑤蛍光灯照明の

電子安定器化
給排水
・節水コマ（WC・給湯室他）

補助金
(NEDO)

＋
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事業成果の報告書（１回／年）

事業のアフターフォロー＝『効果の見える化』

Ｈ２４達成率（実績／保証値）

２２８％（3,850千円/1,690千円

前年同月比の比較

使用料の多い原因の考察



地区全体としての利用調整（横串）の事例

17

歴史 自然 文化 のまち

www.city.sakura.lg.jp

土地交換

教育財産

福祉財産

機能移転（他の民間施設へ）

発端は

•老朽化した保育園の改築

•賃貸借方式を提案

土地交換

•公民館用地（教育財産）と保育園
用地（福祉財産）の交換

機能移転

•文化財センター（７市２町）の同時
移転構想へ

関係協議

•他の施設へ機能移転（民含む）

•他市とシェアを含む

土木協議

•道路線形の変更へ（改良）

•庁内全体連携

効果

•地域全体の最適化（庁内一体化）

•全体コスト削減

•他のＰＲＥとの連携

社会教育課 公民館

子育て支援課

保育園

文化課

文化財センター

複雑な関係部署の調整（横串）！！

Ｆａｃｉｌｉｔｙ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｏｆｆｉｃｅ
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地区エントランス 保育園新築（賃貸借方式）文化財センター移転（民間床へ）

歴史 自然 文化 のまち

www.city.sakura.lg.jp

新園舎

地区全体としての利用調整（横串）の事例

Ｆａｃｉｌｉｔｙ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｏｆｆｉｃｅ
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歴史 自然 文化 のまち

www.city.sakura.lg.jp

公民館改築に係る基礎調査
（大学との共同研究）

施設評価（アセスメント）

総量縮減（ＬＣＣ計算）

現状把握（見える化）

複合化による市民サービス向上

複合化の事例（大学連携）

Ｆａｃｉｌｉｔｙ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｏｆｆｉｃｅ

駅前に集約
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歴史 自然 文化 のまち

www.city.sakura.lg.jp

Ｆａｃｉｌｉｔｙ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｏｆｆｉｃｅ

公民館改築に係る基礎調査
（大学との共同研究）

施設評価（アセスメント） 総量縮減（ＬＣＣ計算）

現状把握（見える化） 複合化による市民サービス向上

新しい公共ＦＭの連携（大学連携）



自治法第２３８条の４で行政財産の管理及び処分について規定し、同条第２項で「行政財産は、次に掲げる場合に
は、その用途又は目的を妨げない限度において、貸し付け、又は私権を設定することができる。」とし、同項第４号で
「行政財産のうち庁舎その他の建物及びその附帯施設並びにこれらの敷地（以下この号において「庁舎等」という。）
についてその床面積又は敷地に余裕がある場合として政令で定める場合において、当該普通地方公共団体以外の
者（当該庁舎等を管理する普通地方公共団体が当該庁舎等の適正な方法による管理を行う上で適当と認める者に
限る。）に当該余裕がある部分を貸し付けるとき（前３号に掲げる場合に該当する場合を除く。）。」、同条第７項で「行
政財産は、その用途又は目的を妨げない限度においてその使用を許可することができる。」と定めています。

市有財産の一時貸付の事例（１）

21

歴史 自然 文化 のまち

www.city.sakura.lg.jp

電光掲示板機能を付加するこ
とによって、防災情報等、市の

情報提供媒体としても活用

新たな歳入の確保
５００万円／年

災害時における在庫
商品の無償提供

Ｆａｃｉｌｉｔｙ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｏｆｆｉｃｅ



市有財産の一時貸付の事例（２）
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Ｆａｃｉｌｉｔｙ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｏｆｆｉｃｅ

庁舎内広告付地図掲出事業

広告掲出料 ： 約１３０万円／３年間 ＋行政財産使用料（1,000円／月）

広告取扱業者を一般競争入札に
より選定

広告取扱業者が、広告協賛企業

スポンサーを募集し、広告付地図
の作成、取付、メンテナンス等を
行う

庁舎案内全図 観光マップ



市有財産の一時貸付の事例（３）
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Ｆａｃｉｌｉｔｙ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｏｆｆｉｃｅ

庁舎内広告及び呼出番号表示用モニター設置事業

広告掲出料 ： 約２７０万円／５年間 ＋行政財産使用料（1,300円／月）

広告及び呼出番号表示用
モニター

利用者の
利便性の向上

財源の確保
市有資産の
有効活用

広告表示用
モニター

呼出番号表示用
モニター



光熱水費の削減の事例（ＰＰＳ導入事業）
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Ｆａｃｉｌｉｔｙ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｏｆｆｉｃｅ

導入効果 ： 約３，６００万円（約１５％）／１年間

一方、東京電力の電力料金値上げ
等電力供給を取り巻く情勢の変化
をふまえ、 PPSへの変更を見送り

公共施設
５４施設

（本庁舎、公民
館、学校・・・）

平成17年の規制緩和により、
契約電力が50kw以上の高圧・特
高圧受電の需要家はPPSからの
電力の購入が可能となる

PPSから提供された情報や他市の

状況を分析し、安定的な電力供給
が見込まれると判断し、導入

PPS（特定電気規模事業者）・・・

既存の電力会社である一般電
気事業者（東京電力など）とは
別の、電気事業者（PPS: Power 

Producer and Supplier)

導入の目的
・市有施設の光熱水費削減
・環境に配慮したエネルギー調達

公共施設における電力供給事業
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佐倉市の節電対策「あったらいいなは、なくてもいい」 歴史 自然 文化 のまち

www.city.sakura.lg.jp

Ｈ２３．５．１０

Ｈ２３．５

２３佐資管第１５８号

平成２３年５月１０日

 
各部長 様  

資産管理経営室長 増澤 文夫

佐倉市における公共施設の夏季節電対策について 
 

 このことについて、東日本大震災に伴う電力の供給不足により、政府は今夏の電力不足対策である最大使用電

力の削減目標について、企業、家庭とも一律１５％にすると正式に発表しました。  
 これを受け、佐倉市においても、１５％削減を目標とし、全施設において（ただし、保育園、学童保育所、小児初期

急病診療所、休日夜間急病等診療所は対象外とします。）、下記の節電対策を実施することといたしますので、各

所管担当施設への周知をお願いいたします。  
 なお、下記の節電対策の実施により、これまで休止していた夜間利用を原則として５月３１日をもって解除するこ

ととし、各所属において準備が整った施設から、解除日を設定し、公表するようお願いいたします。  
 

記 

 

１．照明設備に係る電力使用量の３０％以上削減。（＊１）  

  （照明機器の３０％以上削減、又は点灯時間の３０％以上削減）  

２．空調設備に係る電力使用量の１０％以上削減。  

  （設定温度を１℃以上上げる、又は稼働時間の１０％以上削減）  

３．その他の機器（パソコン、ＴＶ、冷蔵庫等）に係る電力使用量の５％以上削減。  

  （節電メニュー表（＊２）の実施による５％以上削減）  

４．上記によらず、今後、政府・東京電力等の通知により、緊急的に使用電力を削減しなければならない状況に至

った際（ピーク時間帯）は、必要最低限となる上記１～３の設備を残し、事業をいったん中止する等の緊急措置を実

施するものとする。  

 

 なお、施設用途上、どうしても上記削減項目を実施できない施設については、代替方法により、上記削減目標を

達成するものとする。（使用居室の集中化、使用時間帯の変更、同用途グループ間での輪番開館等の検討）  

 特に、以下の６施設については、７月～９月の電気使用量が１０万 KWを超える等大量に電気を使用するため、上

記以外にさらなる節電項目を設定し節電に努めるものとする。（＊３）  

 ○本庁舎 ○美術館 ○ミレニアムセンター佐倉 ○志津図書館 ○佐倉南図書館 ○市民体育館  

 

 ＊１、＊２、＊３については、以下をご参照ください。  

http://svf03/haifu/課/013810000_資産管理経営室/イントラ掲載用ファイル/注１・２・３.pdf  

 また、夏季（7～9）使用電力量10万KW以上の施設とその他参照施設についても以下に添付ファイルがございま

す。  

http://svf03/haifu/課/013810000_資産管理経営室/イントラ掲載用ファイル/10万 KW以上.pdf  

    

担 当〕 資産管理経営室 ＦＭ推進班  池澤・田中・中山

                                                         ＊外線 ４８４－６１１０

                                                         ＊内線 ２１４１  

電力使用量の３０％以上削減
・照明機器の３０％以上削減
・点灯時間の３０％以上削減

照明設備

電力使用量の１０％以上削減
・設定温度を１度上げる
・稼働時間の１０％以上削減

空調設備

電力使用量の５％以上削減
・ＰＣ、ＴＶ、冷蔵庫等

その他

１５％削減↓

クールビス前倒し、軽装化

ＯＡ機器の待機電力の管理

学校施設節電対策の協力依頼

総務部門

施設管理

情報部門

市民・職員への周知

市のＨＰや庁内イントラで
速報値や施策を周知する

FMが全庁の
方針を作成

各管理部門
との連携

ワットチェッカー片手に・・・
女子節電チームＳＤＮ４

Ｆａｃｉｌｉｔｙ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｏｆｆｉｃｅ
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いざ現場へ！（作戦を徹底しよう！） 歴史 自然 文化 のまち

www.city.sakura.lg.jp

節電対策の具体的提案 ・循環ろ過ポンプ

学校プール

２３佐教総第１８１号

平成２３年５月  日

 
各学校長 様 
 

佐倉市教育委員会 
教育長 葛西 広子 

 
学校施設における節電対策について（お願い） 

 
 このことについて、「佐倉市における公共施設の夏季節電対策について（平成

２３年５月１０日 ２３佐資管第１５８号）」により市資産管理経営室より全庁

に対し通知されたことから、貴校におかれましても、節電対策にご協力をお願

いします。 
学校体育館を活用した夜間開放等につきましては、６月１日より再開する予

定であり、５月中に学校体育館の節電対策を完了しておかなければなりません。

 つきましては、今後、教育総務課と資産管理経営室が連携して各学校体育館

を巡回し、具体的な節電方法について学校と協議をさせていただきたいと考え

ております。 
 各学校への連絡につきましては、資産管理経営室より直接行われる場合もあ

りますのでよろしくお願い致します。 
 
【添付資料】 
・佐倉市における公共施設の夏季節電対策について（平成２３年５月１０日 
 ２３佐資管第１５８号） 
・学校施設の節電対策に関するシミュレーションについて 
（国立教育施策研究所 報道発表 平成２３年５月９日） 
 
              【連絡先】 

   □教育委員会教育総務課 （担当）立石健雄

石坪知子

☎ 484-6168
   □教育委員会社会教育課 （担当）高橋健一

☎ 484-6188
   □資産管理経営室    （担当）池澤龍三

田中拓吾

     ☎ 484-6110

全小中学校のデータを分析
意外にも夏休みが１．３～１．５倍

電力測定中↓

教育委員会と連携
↓

各学校に通知文

測定の結果、
学校１ヵ月分の
１６％を占める

プール期間を集中・短縮化（△１５％）

小学校は6・7月、
中学校は6・７・8月が

高い！なぜ？

Ｆａｃｉｌｉｔｙ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｏｆｆｉｃｅ

データ力の勝利！

新たな展開へ・・・！！



プール授業数
各学年８時間（２時間×４回） ⇒ 年間稼働日 １１日（Ｈ23年度実績）

プール維持管理費
①光熱水費（水道・ガス・電気） 1,200,000円
②保守点検業務委託費 34,000円
③経常的修繕費（ろ材交換、パッキン交換等 1回/10年） 100,000円/年
④臨時的改修費（FRP槽塗装等 １回/20年） 75,000円/年

合 計 1,409,000円/年

プール解体費 8,000,000円

市内学校プールの老朽度状況(H24)

小学校
中学校

築30年以上 19校(小13・中6)
築25年以上 6校(小 5・中1)
築20年以上 5校(小 3・中2)
築20年未満 3校(小 2・中2)

27 Ｆａｃｉｌｉｔｙ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｏｆｆｉｃｅ

歴史 自然 文化 のまち

www.city.sakura.lg.jp
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民間プールを活用すると

（対象）
・市内すべての小中学校

（ＬＣＣ検討期間）
・３０年間

（保全経費）
・プール築後５１年目に大規模改修
・光熱水経費、経常修繕経費、臨時修繕経費、大規模改修費

（民間プール委託経費）
・委託開始年度決定要件

①築後30年以上 → 大規模改修有 ＝ 改修年+20年後
→ 大規模改修無 ＝ H26年度より古い順

②築後30年未満 → 築後30年まで使用 ＝ 古い順
・プールカリキュラムは ３回/年・一人
・児童生徒移動経費（バス輸送等）含む

比較条件

現状維持 民間委託 差額

合計 － ＝１７．５（億円）３１．１（億円）

段階的にシフトチェンジ

28
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www.city.sakura.lg.jpＬＣＣ比較

▲１３．６（億円）
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サービスの向上（官民連携） 歴史 自然 文化 のまち

www.city.sakura.lg.jp

プロの指導による教育効果と
維持管理の行き届いた施設の提供

敷地内まで
バスで送迎

備品も使用可能
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ファシリティの将来図

ミニバス２面

フットサル１面

改築中も既存体育館・グランドをそのまま

使用できる上、改築後は跡地を第２グランドとして
活用できる。 新たな価値の創出

30
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公共ＦＭの連携（アライアンス）１
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自治体等ＦＭ連絡会議

歴史 自然 文化 のまち

www.city.sakura.lg.jp

～全国会議 ２回/年開催

Ｆａｃｉｌｉｔｙ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｏｆｆｉｃｅ

自治体等ＦＭ連絡会議千葉県地域会

～ＦＭ研究部会と同時開催 ３回/年開催（全国で９地域会設立）

ＪＦＭＡ（公益社団法人日本ﾌｧｼﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ協会）
公共施設ＦＭ研究部会

～各自治体やＦＭ関係諸団体との情報ネットワークの構築
～部会開催 第３木曜日/月 （公共特別会員１９１自治体）

千葉県公共建築等連絡協議会ＦＭ研究部会

～連絡協議会の中に、ＦＭに関する研究部会を設置
（平成２３年７月）
～千葉県内３４自治体が参加（佐倉市部会長）
～３回/年開催

自治体等女性ＦＭ会

～ＦＭに携わる全国の女性職員による会
～３６自治体４９人が参加
～女性ならではの視点でＦＭを捉え、意見交換や情報の提供

千葉県公共建築等連絡協議会
ＦＭ研究部会員

千葉県ＦＭ研究部会の様子（於：千葉県庁）



公共ＦＭの連携（アライアンス）２
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貝塚市の節電対策（H24)
「あったらええやんはなくてもええやん」作戦へ

歴史 自然 文化 のまち

www.city.sakura.lg.jp

佐倉市の節電対策 （H23)
「あったらいいなはなくてもいい」作戦

平成24年5月30日読売新聞地域版

Ｆａｃｉｌｉｔｙ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｏｆｆｉｃｅ

佐倉市の節電アイディア

・照度測定による電球間引き
・昼休み・始業時の一斉消灯
・冷蔵庫の集約
・エレベーター使用制限

貝塚市の節電アイディア

アイディアは、ＡＬＬ ＪＡＰＡＮで共有

各自治体の実情にアレンジして導入



33

歴史 自然 文化 のまち

www.city.sakura.lg.jp

大学との共同研究

大学からの呼びかけ
『公共施設管理について考えるシンポジウム』

市議 市民 行政

参加参加

三者を結びつける 強力な接着剤！！

Ｆａｃｉｌｉｔｙ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｏｆｆｉｃｅ

早稲田大・
前橋工科大
（前橋市）

大阪樟蔭女子大
（東大阪市）

公共ＦＭの連携（大学連携）３



新しい公共ＦＭの連携（近隣自治体と）
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国土交通省資料

Ｆａｃｉｌｉｔｙ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｏｆｆｉｃｅ
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新しい公共ＦＭの連携（都市計画部署と）
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国土交通省資料

Ｆａｃｉｌｉｔｙ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｏｆｆｉｃｅ
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公共施設等総合管理計画への取組
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平成26年4月 総務省が全国の自治体に対し、公共施設等総合管理計画の策定を要請

佐倉市の公共施設等を取巻く状況

・佐倉市保有の公共施設（総延床面積約36万㎡）

のうち、建築後30年以上経過した建物が全体の約

44%、40年以上経過した建物が約13%を占める。

・建替え及び大規模改修に要する費用は大幅に

増加していく見込（建物では、現在の投資的経費10～

13億円/年に対し、今後20年で400億円以上、さらにそ

の後の10年間で400億円以上という試算も）

・生産年齢人口の減少や高齢化の進展と、それに伴う

税収の伸び悩みや扶助費の増加による財政状況の

逼迫（扶助費：H18年度47.8億円→H25年度95.1億円）

・人口構成や行政需要の変化を踏まえたまちづくりや

行政サービスのあり方

社会情勢の変化

・データベースの整備と

客観的な分析・評価

・施設・設備の計画保全を

管理する仕組みづくり

・個別施設の再配置に向け

た、施設の機能（サービス）

の分析・評価

目指す方向性 計画策定の取組

・老朽化した建物・設備につ

いて、事後保全から計画保

全への転換を進め、安全性・

健全性を確保する。

・人口構成や行政ニーズ等の
変化に対応し、適正な公共施
設（行政サービス）の量及び
配置を検討。
・投資可能な金額と必要な更
新・改修費用の均衡を図る。

安全・健全な公共施設

持続可能な自治体経営

公共施設等の老朽化

・H28年度末までに策定予定

・公募型プロポーザルによる
事業者選定を経て業務委託
（H27．9月契約）

要請とこれまでの取組状況を踏まえて

歴史 自然 文化 のまち

www.city.sakura.lg.jp

Ｆａｃｉｌｉｔｙ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｏｆｆｉｃｅ

立地適正化計
画との連携
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佐倉市 資産管理経営室

佐倉市海隣寺町97番地

TEL ： 043-484-6110

FAX ： 043-484-1515

E-mail ： fm@city.sakura.lg.jp

ご清聴ありがとうございました

カムロちゃん
佐倉・城下町400年記念
イメージキャラクター

Ｆａｃｉｌｉｔｙ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｏｆｆｉｃｅ


